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角(下顎頭点，下顎角前切痕点，オトガイ点の 3 点により決定された三角形)の左右面積差， オトガイ点の偏位およ
び下顎頭点間線の傾斜を設定し，それらの有無により下顎左右対称性を形態的および位置的な要因の両面から分類す
る方法を作製した。












経路の差異を検討した。さらに，各分析項目について，非対称性指数 AI (Asymmetry Index) 右側分析値一左
側分析値 1/1 右側分析値+左側分析値|を算出し，下顎左右対称性分類各群における左右岨鴫経路の均衡性を検討
した。なお，結果の検定には一元配置分散分析法 (ANOVA) と t 検定を用いた。
[結果]







実験 1 -2 :下顎左右対称性の分類の適用
作製した下顎左右対称性の分類を200名の被験者に適用した結果，下顎左右対称群は全体の40.0%，骨格性下顎左
右非対称群は28.0%，位置性下顎左右非対称群は17.5%，混合性下顎左右非対称群は14.5% となった。
実験 II: 下顎左右対称性と岨暢運動との関連性
下顎左右対称群における左右側阻鴫経路間の関口角，閉口角，最下方点角および最大側方幅には有意差を認めず，
左右均衡な阻鴫経路を呈することが示された。骨格性下顎左右非対称，位置性下顎左右非対称および混合性下顎左右
非対称において，左右側岨鴫経路間の開口角，最下方点角，最大側方幅に有意差を認めた。また，左右岨鴫経路間の
非対称指数は，すべての岨輔経路分析項目において，下顎左右非対称各群は下顎左右対称群より有意に大きし左右
不均衡な阻鴫経路を呈することが示された。
[結論]
本研究では，下顎の左右対称性を形態的および位置的な要因の両面から分類する方法を確立した。さらに，分類さ
れた各群の阻噴運動を検討することにより，下顎の左右対称性と関連した阻輔運動の特徴を明らかにした。下顎左右
対称においては左右均衡な岨鴫運動がみられた。骨格性下顎左右非対称においては下顎の非優位側を主とした左右不
均衡な阻暢運動が，位置性下顎左右非対称においては下顎の偏位側を主とした左右不均衡な旧日爵運動が，混合性下顎
左右非対称においては骨格性下顎左右非対称と位置性下顎左右非対称の混合した特徴がみられた。
以上より，下顎の左右対称性と B且鴫機能とは密接に関連しており，下顎の左右対称性は阻鴫運動の左右均衡性を担
う一つの因子として重要な意義を有することが示され，顎口腔系の診査の際に下顎左右非対称が形態的要因，あるい
は位置的要因のいずれに起因するものかの診断が阻噂運動の分析から行える可能性が示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は，顎口腔系における形態と機能の調和の追求という観点から，顎口腔機能における下顎左右対称性の重要
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性を解明することを目的としたものである o
その結果，形態的および位置的な要因の両面から下顎左右対称性を分類する方法が確立された。さらに，分類され
た各群における唱幌運動の特徴が示され，下顎の左右対称性と岨晴運動との関連性が明らかとなった。
以上より，下顎の左右対称性と阻鴎機能は密接に関連しており，下顎左右対称性は唱暢運動の左右均衡性を担う一
つの因子として重要な意義を有することが示された。また，顎口腔系の診査の際に下顎左右非対称が形態的あるいは
位置的な要因のいずれに起因するものかの診断が阻輔運動の分析から行える可能性が示唆され，本研究は，博士(歯
学)の学位請求に値するものと認める。
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